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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年4月24日(2014.4.24)

【公開番号】特開2012-235145(P2012-235145A)
【公開日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-050
【出願番号】特願2012-152211(P2012-152211)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＱＤ　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月10日(2014.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長３８０ｎｍ～４２０ｎｍの光を発する発光素子と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（１）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散
された第１の赤色蛍光体と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（２）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散
された第２の赤色蛍光体と、　
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（３）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散
された緑色蛍光体と、
　前記発光素子上に配置され、樹脂中に分散された青色蛍光体と、
を備えることを特徴とする発光装置。
　（Ｃａ１－ｘ１Ｅｕｘ１）ａ１ＡｌＳｉｂ１Ｏｃ１Ｎｄ１：Ｅｕ　　　　（１）
（上記一般式（１）中、ｘ１、ａ１、ｂ１、ｃ１、ｄ１は次の関係を満たす。０＜ｘ１＜
０．０３、０．９０＜ａ１＜１．１、０．９０＜ｂ１＜１．１、０．２０＜ｃ１＜０．４
５、２．４０＜ｄ１≦３．００）
 
　（Ｓｒ１－ｘ２Ｅｕｘ２）ａ２Ｓｉｂ２ＡｌＯｃ２Ｎｄ２　　　　（２）
（上記一般式（２）中、ｘ２、ａ２、ｂ２、ｃ２、ｄ２は、次の関係を満たす。０＜ｘ２
＜１、０．５５＜a２＜０．９５、２．０＜ｂ２＜３．９、０＜c２＜０．６、４＜ｄ２＜
５．７）
 
　（Ｓｒ１－ｘＥｕｘ）３－ｙＳｉ１３－ｚＡｌ３＋ｚＯ２＋ｕＮ２１－ｗ　　　　（３
）
（上記一般式（３）中、ｘ、ｙ、ｚ、ｕ、ｗは、次の関係を満たす。０＜ｘ＜１、－０．
１＜ｙ＜０．３、－３＜ｚ≦１、－３＜ｕ－ｗ≦１.５）
【請求項２】



(2) JP 2012-235145 A5 2014.4.24

　波長３８０ｎｍ～４７０ｎｍの光を発する発光素子と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（１）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散
された第１の赤色蛍光体と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（２）で表わされる組成を有し、結晶構造が斜
方晶であり、ＣｕＫα特性Ｘ線（波長１．５４０５６Å）を用いたＸ線回折において、３
１．６－３１．８°、３０．９－３１．１°、２４．８５－２５．０５°、３５．２５－
３５．４５°、１５．０－１５．２５°、５６．４－５６．６５°、３６．１－３６．２
５°、３３．０―３３．２０°、２３．１―２３．２０°、２９．３－２９．６°、２６
．９５－２６．１５°の回折角度（２θ）、１１箇所のうち、少なくとも９箇所に同時に
回折ピークを示し、樹脂中に分散された第２の赤色蛍光体と、　
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（３）で表わされる組成を有し、結晶構造が斜
方晶であり、ＣｕＫα特性Ｘ線（波長１．５４０５６Å）を用いたＸ線回折において、３
０．５－３０．９°、２５．６－３０．０°、３１．８－３２．２°、３７．２－３７．
６°、３７．０－３７．４°、２９．３－２９．７°、３４．０－３４．４°、２１．７
―２２．１°、４８．９―４９．３°、４５．７－４６．１°、６２．８－６３．２°、
１５．２－１５．６°、６１．３－６１．７°、４０．５－４０．９°、５５．８°－５
６．２°の回折角度（２θ）、１５箇所のうち、少なくとも６箇所に同時に回折ピークを
示し、樹脂中に分散された緑色蛍光体と、
を備えることを特徴とする発光装置。
 
　（Ｃａ１－ｘ１Ｅｕｘ１）ａ１ＡｌＳｉｂ１Ｏｃ１Ｎｄ１：Ｅｕ　　　　（１）
（上記一般式（１）中、ｘ１、ａ１、ｂ１、ｃ１、ｄ１は次の関係を満たす。０＜ｘ１＜
０．０３、０．９０＜ａ１＜１．１、０．９０＜ｂ１＜１．１、０．２０＜ｃ１＜０．４
５、
２．４０＜ｄ１≦３．００）
 
　（Ｓｒ１－ｘ２Ｅｕｘ２）ａ２Ｓｉｂ２ＡｌＯｃ２Ｎｄ２　　　　（２）
（上記一般式（２）中、ｘ２、ａ２、ｂ２、ｃ２、ｄ２は、次の関係を満たす。０＜ｘ２
＜１、０．５５＜a２＜０．９５、２．０＜ｂ２＜３．９、０＜c２＜０．６、４＜ｄ２＜
５．７）
 
　（Ｓｒ１－ｘＥｕｘ）３－ｙＳｉ１３－ｚＡｌ３＋ｚＯ２＋ｕＮ２１－ｗ　　　　（３
）
（上記一般式（３）中、ｘ、ｙ、ｚ、ｕ、ｗは、次の関係を満たす。０＜ｘ＜１、－０．
１＜ｙ＜０．３、－３＜ｚ≦１、－３＜ｕ－ｗ≦１.５）
【請求項３】
　波長３８０ｎｍ～４７０ｎｍの光を発する発光素子と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（１）で表わされる組成を有する第１の赤色蛍
光体が樹脂中に分散された第１の赤色蛍光体層と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（２）で表わされる組成を有する第２の赤色蛍
光体が樹脂中に分散された第２の赤色蛍光体層と、　
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（３）で表わされる組成を有する緑色蛍光体が
樹脂中に分散された緑色蛍光体層と、
を備え、前記第１の赤色蛍光体層、前記第２の赤色蛍光体層、および、前記緑色蛍光体層
が平板状であることを特徴とする発光装置。
 
　（Ｃａ１－ｘ１Ｅｕｘ１）ａ１ＡｌＳｉｂ１Ｏｃ１Ｎｄ１：Ｅｕ　　　　（１）
（上記一般式（１）中、ｘ１、ａ１、ｂ１、ｃ１、ｄ１は次の関係を満たす。０＜ｘ１＜
０．０３、０．９０＜ａ１＜１．１、０．９０＜ｂ１＜１．１、０．２０＜ｃ１＜０．４
５、



(3) JP 2012-235145 A5 2014.4.24

２．４０＜ｄ１≦３．００）
 
　（Ｓｒ１－ｘ２Ｅｕｘ２）ａ２Ｓｉｂ２ＡｌＯｃ２Ｎｄ２　　　　（２）
（上記一般式（２）中、ｘ２、ａ２、ｂ２、ｃ２、ｄ２は、次の関係を満たす。０＜ｘ２
＜１、０．５５＜a２＜０．９５、２．０＜ｂ２＜３．９、０＜c２＜０．６、４＜ｄ２＜
５．７）
 
　（Ｓｒ１－ｘＥｕｘ）３－ｙＳｉ１３－ｚＡｌ３＋ｚＯ２＋ｕＮ２１－ｗ　　　　（３
）
（上記一般式（３）中、ｘ、ｙ、ｚ、ｕ、ｗは、次の関係を満たす。０＜ｘ＜１、－０．
１＜ｙ＜０．３、－３＜ｚ≦１、－３＜ｕ－ｗ≦１.５）
【請求項４】
　波長３８０ｎｍ～４７０ｎｍの光を発する発光素子と、
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（１）で表わされる組成を有する第１の赤色蛍
光体と、下記一般式（２）で表わされる組成を有する第２の赤色蛍光体とが樹脂中に分散
された赤色蛍光体層と、　
　前記発光素子上に配置され、下記一般式（３）で表わされる組成を有する緑色蛍光体が
樹脂中に分散された緑色蛍光体層と、
を備え、前記赤色蛍光体層、および、前記緑色蛍光体層が平板状であることを特徴とする
発光装置。
 
　（Ｃａ１－ｘ１Ｅｕｘ１）ａ１ＡｌＳｉｂ１Ｏｃ１Ｎｄ１：Ｅｕ　　　　（１）
（上記一般式（１）中、ｘ１、ａ１、ｂ１、ｃ１、ｄ１は次の関係を満たす。０＜ｘ１＜
０．０３、０．９０＜ａ１＜１．１、０．９０＜ｂ１＜１．１、０．２０＜ｃ１＜０．４
５、
２．４０＜ｄ１≦３．００）
 
　（Ｓｒ１－ｘ２Ｅｕｘ２）ａ２Ｓｉｂ２ＡｌＯｃ２Ｎｄ２　　　　（２）
（上記一般式（２）中、ｘ２、ａ２、ｂ２、ｃ２、ｄ２は、次の関係を満たす。０＜ｘ２
＜１、０．５５＜a２＜０．９５、２．０＜ｂ２＜３．９、０＜c２＜０．６、４＜ｄ２＜
５．７）
 
　（Ｓｒ１－ｘＥｕｘ）３－ｙＳｉ１３－ｚＡｌ３＋ｚＯ２＋ｕＮ２１－ｗ　　　　（３
）
（上記一般式（３）中、ｘ、ｙ、ｚ、ｕ、ｗは、次の関係を満たす。０＜ｘ＜１、－０．
１＜ｙ＜０．３、－３＜ｚ≦１、－３＜ｕ－ｗ≦１.５）
【請求項５】
　前記一般式（２）中、ｘ２、ａ２、ｂ２、ｃ２、ｄ２は、０．０１＜ｘ２≦０．１０、
０．５８≦a２≦０．７０、２．１≦ｂ２≦３．５、０．１≦c２≦０．５、４．１≦ｄ２
≦５．０の関係を満たすことを特徴とする請求項１ないし請求項４いずれか一項記載の発
光装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　実施の形態の発光装置は、波長３８０ｎｍ～４２０ｎｍの光を発する発光素子と、この
発光素子上に配置され、下記一般式（１）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散された
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第１の赤色蛍光体と、この発光素子上に配置され、下記一般式（２）で表わされる組成を
有し、樹脂中に分散された第２の赤色蛍光体と、この発光素子上に配置され、下記一般式
（３）で表わされる組成を有し、樹脂中に分散された緑色蛍光体と、この発光素子上に配
置され、樹脂中に分散された青色蛍光体と、を備える。
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